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図面・模型

影の様相 　影とは物体や人などが、光の進行を遮る結果、壁や地面にできる暗い領域である。

　季節や天候や周辺の環境要素によって刻々と変化する光と影によって、空間は

様々に特徴づけられる。こうした影がもたらす空間的効用を顕在化するため、様々

な建築物のシーンにおいて見られる特徴的な影を有する空間を切り取り、一つの建

築物として再構成することで、時間の経過により多様に変化する空間の様相を体験

できる美術館を計画した。場所は水面の反射、風の揺らめき等を強く感じることの

出来る水に囲まれた島根県、松江市にある中州区域を敷地とした。




